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• Ｈ15.12～Ｈ21.03 岩手県川井村 独居高齢者170名のうち40名使用

• 「見張り（監視）」にならないように→高齢者が“おげんき”発信すること
で、過剰なみまもりを不要とし、高齢者自身の遠慮感を払拭する

第１次「おげんき発信」

高齢者
社
協

安否の確認

安否の発信

インターネット

安否情報
入力

安否情報

表示

管理ｻｰﾊﾞ

高齢者側機能 社協側機能

Lモード対応
電話機

パソコン

システム管理：
岩手県立大学

① 9/13(月)
2:38PM

0件
0件
0件

Ｌ

？タッチ
Ｌ ワ ン
タッチ おわる

② Ｌ

？
おわる

●●●●さん
きょうはどうですか？
１ ２

３

③ Ｌ

？
おわる

「げんきです」
としらせました

おわるをおす

1. げんき

2. 少しげんき

3．わるい

岩手県立大開発・岩手県社協運営
の情報システム（ロボットさん）

別居親族

おげんき発信
（1日1回）

みまもりセンター

おげんきさん

みまもりさん
隣人等

４．話したい
①安否確認の依頼 ②訪問し、

安否確認

③様子をしらせる

【おげんき発信がない場合】

第２次「おげんき発信」
いわて“おげんき”みまもりシステム

電子メールで
「おげんき」
おしらせ

サポートセンター職員と
直接話ができます

市町村社会福祉協議会

民生委員
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独居高齢者等きがかりな人

支援機関・団体
医療機関・社会福祉機関・団体
精神保健福祉センター
いのちの電話・傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
買い物代行
送迎ボランティア 等々

生活支援に対応できる地域の互助機能の組織化

民生委員

市町村社協

みまもりセンター

サ
ブ
セ
ン
タ
ー

包括支援センター・
福祉施設・医療機関

高齢者団体（シニアネッ
ト・職場ＯＢ会）

訪問型サービス提供企
業・組織

集合住宅・町内会

休日・夜間センター

安否
身体状況
心理状況
生活支援依頼

買い物
配食
外出支援等

高齢者生活情報

隣人 民間事業者

外出先での発信 買い物ポイントカード等
外出行動あり

外出行動なし

別居親族

救急・身体異変対応
不安・うつ等対応
生活支援

買い物代行・
配食・外出支援等

学際的な研究体制 ・職際的な検討体制（岩手県立大学・行政・社会福祉協議会・民生委員・企業等）

開発・実証実験・仮説検証・評価

「生活支援システム」

見守り情報発信・共有

生活情報の発信

報認と
対応

支援等対応調整

見守り情報発信・共有

地域における生活支
援により独居の継続

学生ボランティアセンター
「ＩＣＴをｊ活用した高齢者安否
確認見守りシステム」

連動

おげんき発信 緊急通報

自動発信能動型発信＝自立支援

生活行動センサー

１．げんき

２．すこしげんき

３．わるい

４．話したい

緊急ボタン

相談ボタン

生活行動あり

生活行動なし

人感センサー

認知レベル・身体状況に応じた使い分け

居宅からの発信
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第３次 科学技術振興機構社会技術開発センター「コミュニティで創る新しい高齢社会の「デザイン」領域
「ＩＣＴを活用した生活支援型コミュニテイづくり」実証実験の概要
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げ ん
き

おげんき発信（ワンプッシュ型）

滝沢村社協・川前地区県立
大みまもりセンター

「緊急通報システム」
滝沢村
受託：アイネット㈱

情報共有
連 携

（効果）
・知的障害・認知症でも
ワンプッシュでおげんき
発信
・毎日の確実な安否確
認が可能になる
・独居の限界が伸びる
・４者の情報共有・連携

↓
異変把握の確実性・
信頼性・効率性向上

②身体レベル・認知レベルに応じた安否
確認（異変把握）システムの使い分け

滝沢地区【郊外スプロール型】
おげんき発信・緊急通報一体型の開発と運用
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